
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２００９年１０月１８日           NO,１９０ 

  
こ
ん
に
ち
は
。
峰
崎
直
樹
財
務
副
大
臣
は
十
日
、
民
主
党
が
衆
議
院
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
政
権
公

約
）
に
盛
り
込
ん
だ
、
所
得
税
の
配
偶
者
・
扶
養
控
除
の
廃
止
に
つ
い
て
「
二
０
一
０
年
度
か
ら
半
額

給
付
す
る
子
ど
も
手
当
と
、
扶
養
控
除
の
廃
止
は
連
動
性
が
非
常
に
あ
る
。
扶
養
控
除
廃
止
の
ほ
う
が
、

先
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、
扶
養
控
除
廃
止
を
先
行
実
施
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
ま
し
た
。 

 

民
主
党
は
当
初
、
子
ど
も
手
当
を
完
全
実
施
す
る
二
０
一
一
年
度
以
降
に
配
偶
者
・
扶
養
控
除
を
同

時
に
廃
止
す
る
方
針
で
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
峰
崎
副
大
臣
は
、「
（
半
額
で
も
）
子
ど
も
手
当
が
あ
る

の
に
、
扶
養
控
除
も
ま
だ
継
続
す
る
の
か
と
い
う
議
論
に
な
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
扶
養
控
除
の
廃
止
は
、
子
ど
も
手
当
の
対
象
に
な
ら
な
い
二
十
三
～
六
十
九
歳
の
親
族
を

扶
養
し
て
い
る
世
帯
に
は
、
増
税
の
み
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
子
育
て
に
対
す
る
経
済
的
支
援
の

拡
充
は
必
要
な
こ
と
で
す
が
、
増
税
と
抱
き
合
わ
せ
の
や
り
方
で
は
、
国
民
の

納
得
を
得
る
こ
と
は
で
き
ず
、
見
直
し
が
必
要
で
す
。 

 県道上発知材木町線のわきの宮居の 
なかに祀られているのが、「久保田大 
黒天」です。 
 今から約２００年前の天明３年（１ 
７８３）の浅間山の大噴火による大凶 
作で農民のくらしが苦しくなり、沼田 
城主の土岐美濃守は、農民のために発 
知の山を払い下げましたが、翌年の秋 
には発知川が大洪水となり、さらに農 
民の苦しみはつづきました。 
 このとき流れてきた欅の根元を使い 
村に福がくるようにと大黒天を彫り、村の入り口にお祀りしたと

ころ、村も豊かになったといわれています。 
 上発知の歌舞伎舞台は、江戸時代の舞殿を明治３２年（１８９

９）に、上発知の棟梁によって大

改装がされ、間口５間、奥行が３

間です。 
               明治時代の末には、歌舞伎が盛

んに演じられ、昭和２２年（１９

４７）には２９幕も上演されたと

いわれているなど、以前は盛んに

歌舞伎が演じられていました。 

 中心市街地の土地区画整理事業がすすめられている本町通りの１

街区（上之町）で、７月３１日に開かれた土地区画整理審議会で仮換

地が決まり、今年度中に建物移転がはじまることになりました。 
 建物移転がはじまることになった１街区（上之町）は、上之町交差

点から材木町交差点までの国道北

側になります。 
                １街区にある生方記念文庫は、上

之町交差点南側の空き地に、旧貯蓄

銀行とともに移転する予定です。 
                「にぎわいの核」（天狗プラザの

場所）については、具体的な中身は

まだ決まっていません。 
 

 八ツ場ダム建設をめぐって関心が広がるなか、日本

共産党群馬県委員会は１０日、前橋市で八ツ場ダム問

題を考える学習会を開きました。 
 八ツ場ダムをストップさせる 
市民の会連絡会の嶋津暉之氏が 
講演し、塩川てつや衆議院議員 
が国会情勢を報告しました。 
 会場からは、様々な意見や質 
問が出されました。 

 １日約４，０００食の給食をつくっている給食センターの調理を

平成２３年度（２０１１）から、民間委託することで検討されてい

ることが明らかになりました。 

 給食の調理を民間委託することによって市は、人件費等の経費の

削減になるとしていますが、栄養士と調理員の意思の疎通や、問題

がおきた時などの対応に不安があるという意見もあります。 

 経費を削減するために、給食の安全性や一貫した食育、楽しい給

食を犠牲にすることはできません。 

 １１日、産業展示即売会で一玉八五㌢（三玉）、通常

の焼きまんじゅうの４００串分になる、巨大焼きまん

じゅうがつくられ、約６００人に配られました。 

              巨大焼きまんじゅうを

焼きはじめるまえから、

大勢の人が長蛇の列をつ

くりました。 

              この様子は、夕方の

NHK ニュースでも紹介

されました。 

 

 

 

 

 

 


